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.2面・・・高齢者ふれあいパス事業

スタート、吾{共の交通事故防止

.4面・・・わ力濠の防災対策を確認

. 51Eii"'O-157の感染予防対策を

主な内容 目

-編集

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
市
で
は
、
八
月
二
十
五
日
に
大
地
震

の

発
生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た

と
き
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
備
え
と
冷
静
な
行
動
、
そ
し
て
隣
近
所
の
聞
け
合
い
が
欠
か
せ

ま

せ

ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
避
難
方
法
や
安
否
の
連
絡
方
法
の
確
認
な

ど
、
防
災
対
策
を
も
う
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
(
関
連
記
事
四
面
に
)

11練を

訓
練
を
行
う
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
-
平
塚
パ
ワ
l
ズ
の
み
な
さ
ん

総
合
糊鰍

8
月
お
日
に

八
月
二
十
五
日
(
日
)
の
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
十

一
時
三
十

分
ま
で
、
総
合
公
園
多
目
的
広

場
を
メ
l
ン
会
場
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

地
躍
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
一
人
の
日
ご
ろ
の
備
え
や

訓
練
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
市
で
は
今
年
を

「
自
主
防
災
元
年
」
と
し
て
、

様
々
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今

回
の
防
災
訓
練
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
訓

糾
を
中
心
に
実
施
し
、
防
災
対

策
や
日
ご
ろ
の
備
え
を
実
地
検

証
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
は
、
各
自
治
会
ご
と
に

組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
会

の
み
な
さ
ん
に
、
防
災
備
務
合

廊
(
各
地
域
拠
点
基
地
に
あ
る
)

に
入
っ
て
い
る
用
具
を
使
用
し

た
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行

っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

「体
験
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は

中
止
と
な
り
ま
す
。

マ
訓
練
想
定

午
前
九
時
、
小

田
原
周
辺
を
起
源
域
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
7
の
神
奈
川
県

西
部
地
震
が
発
生
。
平
塚
市
は

震
度
7
の
激
震
に
襲
わ
れ
た

マ
訓
練
内
容

・
各
自
主
防
災
会
に
行
っ
て
い

た
だ
く
訓
練
・・
・
炊
き
出
し
訓

練
、
飲
料
水
供
給
訓
練
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
応
急
手
当
て
訓
練
、
倒
壊

建
物
か
ら
の
救
出
訓
練
、
応
急

ト
イ
レ
の
設
位
訓
練
な
ど

-
各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
に

よ
る
訓
練
・:
消
火
訓
練
、
陪
古

物
除
去
訓
練
な
ど

・
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

「平
塚

パ
ワ
l
ズ
」
に
よ
る
消
火
訓
練

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
)
・
:
漉
煙
か

ら
の
脱
出
訓
練
、
起
展
事
に
よ

る
震
度
体
験
訓
練
、

消
火
器
取

り
扱
い
訓
練

マ
訓
練
参
加
機
関

平
塚
市
自

治
会
連
絡
協
議
会
第
2
ブ
ロ
ッ

ク

(八
幡
、
四
之
宮
、
其
土
、

横
内
、
横
内
団
地
、
田
村
、
大

神
)
、
平
塚
市
附
包
者
団
体
連

合
会
な
ど

幻
自
に
も
2
つ
の
訓
練

予
知
対
応
型
訓
練
は

八
月
三
十

一
円
(
上
)
午
前
八

時
三
卜
分
か
ら
、
消
防
庁
合
と

市
内
二
十
五
か
所
の
地
域
拠
点

基
地
を
会
場
に
し
て
、
情
報
伝

達
や
非
常
配
備
な
ど
の
訓
練
を

行
い
ま
す
。

訓
練
の
相
道
は
「
午
前
九
時
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
群
戒
穴
苛

が
発
令
さ
れ
た
」
で
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
平
塚
市
地
震
災
存
料
戒
本

部
日
な
ど
が
消
防
庁
舎
に
集
合

し
、
瞥
戒
本
部
を
設
世
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
拠
点
基
地
に

配
備
職
只
が
集
合
し
、

防
然
資

機
材
の
点
検
や
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
す
。-9時

5
分
ご
ろ
サ
イ
レ
ン
を

午
前
九
時
、
警
戒
本
部
は
瞥

戒
宣
言
(
訓
練
)
を
発
令
し
、

午
前
九
時
五
分
ご
ろ
防
災
無
線

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
な
ど
と
お
問
辿
え
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

津
波
対
策
訓
練
は

同
じ
く
八
月
三
十

一
日
(
土
)

午
前
十

一
時
か
ら
、
千
石
河
岸

地
区
を
対
象
に
作
波
対
策
訓
練

を
行
い
ま
す
。

訓
練
の
想
定
は
「
午
前
十

一

時
、
駿
河
湾
を
震
源
域
と
す
る

東
海
地
震
が
発
生
。
十
一
時
五

分
、
津
波
瞥
報
が
発
令
さ
れ
た
」

で
す
。

千
石
河
岸
地
区
の
み
な
さ
ん

は
、
日
浜
悶
校
に
避
雌
し
て
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

防
災
課

(内
線
3
5
7
)

0・157に注意
.病原性大腸菌0-157によ

る食中毒が全国的に多発し

ています。万一、出血を伴

う下痢に気づい たときは、

かかりつけの医師のE診察を

受け、その指示に従ってく

ださい。

5面に予防法を
ー感染予防方法定Eどを5面

に掲載しています。 0・157
についてよく理解し、一人

一人が注意して予防を確実

に行って感染を防ぎましょ

っ。

長年にわたり地域の緑化の扱進や保全

に努めた功紛が認められ、建設大陸表彰

を受けたグリ ーンクラブのみなさん。 取

材は鈴木妙子さん(夕陽ケ丘)

湖南高浜台ハイツグリーンクラブ

• 
去
る
六
月
五
日
、

「第
七
四

全
同
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」

が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
湘
南

高
浜
台
ハ
イ
ツ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ

ブ
の
み
な
さ
ん
が
、
建
設
大
臣

賞
の
栄
に
雌
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
過
去
ト
五

年
間
に
わ
た
る

「み
ど
り
の
愛

護
」
に
対
す
る
会
只
の
前
向
き

な
姿
勢
と
実
績
が
見
事
に
実
を

結
ん
だ
も
の
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

五
十
六
年
に
高
浜
台
ハ
イ
ツ
内

と
そ
の
周
辺
の
泣
か
な
緑
を
維

持
し
、
さ
ら
に
緑
化
を
推
進
す

る
目
的
で
結
成
さ
れ
、
現
在
約

二
十
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

取
材
で
は
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

品川
け段
は
、
市
や
川
町
か
ら
間
ら

れ
る
花
や
箇
木
の
植
え
込
み
、

プ
ラ
ン
タ
l
の
花
の
植
え
替
え
、

隣
接
す
る
白
浜
公
園
や
周
辺
道

路
の
消
婦
な
ど
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

• • • • 

年
二
回
行
わ
れ
る
ま
ち
ぐ
る

み
大
清
掃
で
は
、
前
日
に
メ
ン

バ
ー
が
低
木
類
の
せ
ん
定
や
、

雑
草
の
除
去
を
行
い
、
当
H
、

ハ
イ
ツ
の
住
人
全

μに
参
加
を

呼
び
か
け
て
出
さ
れ
た
ご
み
の

処
理
を
し
ま
す
。

ま
た
、
月

一
、
二
回
、
日
曜

日
に
行
う
ハ
イ
ツ
周
辺
の
ご
み

扮
い
に
は
収
納
袋
を
こ
っ
持
ち

一
つ
は
可
燃
ご
み
、
も
う

一つ

は
空
き
缶
を
ク
リ
ー
ン
ホ
ル
ダ

ー
で
集
め
る
な
ど
和
械
的
な
奉

仕
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
範

囲
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

「緑
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
」
と
の
メ
ン
バ
ー
の
願
い

を
込
め
て
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
ハ
イ
ツ
内
の
空
き
地
に
苔

り
の
あ
る
花
、
実
の
な
る
樹
木

を
植
え
た
い
」

「ゾ
1
ン
別
に
花

を
咲
か
せ
た
い
」

「公
園
内
に

散
水
場
が
欲
し
い
」
な
ど
少
は

っ
き
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
住

民
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
地
域

に
恨
づ
い
た
み
ど
り
の
輪
が
確

実
に
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

• •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
〈平線市の人口と世宇野 ・平成B年7月1日現在〉・人口254.272(+94)・世帯89.669(+ 1 00)※かっこ内の数字は前月比 会広報ひうっかは再生紙を使用しています
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高官自奇⑧れ弱い
バ
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お
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困平成8年8月15日

お
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

す
。対

象
と
な
る
方
に
は
八
月
下

旬
に
パ
ス
カ
1
ド
利
用
助
成
券

と
な
る

「は
が
き
」
で
通
知
し

ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
負
担
金

一
千
円
を
お
持
ち
に

な
っ
て
、

「は
が
き
」
に
指
定
さ

れ
た
円
時
、
場
所
で
カ
l
ド
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
円
が
都

合
必
い
場
合
は
、
九
月
十
六

n

か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
問

に
神
奈
川
中
央
交
通
(株
)
駅
前

営
業
所
、
ま
た
は
田
村
営
業
所

で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
福
祉

課
(
内
線
2
1
9
)

敬
老
祝
い
金
制
度
見
直
し

; 
z 

i 
i 
言

i 
i 

i 
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市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
や
社
会
参
加
を
促
進
し
、

人
生
を
楽
し
く
些
か
な
も
の
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
「
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
パ
ス
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。

こ
の
市
業
は
、

利
用
さ
れ
る

方
に

一
千
円
の
負
担
金
を
お
文

払
い
い
た
だ
き
、
発
売
額
五
千

円
の
パ
ス
カ
l
ド
を

一
人
年

一

国
交
付
す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
七
十
五
歳
以
上
(
大

正
十
年
八
月

一
日
以
前
生
ま
れ
)

の
方
で
す
。
た
だ
し
、
介
護
激

励
見
舞
金
該
当
者
、
特
別
措
食
護

老
人
ホ
l
ム
入
所
者
は
除
き
ま

現霊
況 霊
届 言
の 型
提 重
出 霊
を =

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
と
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
現

況
(
所
得
状
況
)
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
八
月
分
以

降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
思
く
だ

さ
い
。

マ
提
出
期
限

マ
提
出
場
所

輩
係

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は

手
当
て
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
児
童
福
祉
課
児
童
係

(内
線
2
1
6
)
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
母
子
附
mm等
で
時
践

に
達
す
る
口
以
後
の
最
初
の
3

月
出
口
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

(
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場

合
は
初
歳
未
満
の
児
盟
)
を
扶

9
月
凶
日
(
火
)

児
沼
稲
祉
孤
児

9
月
口
日
1
8年
9
月
時
日
の

問
に
生
ま
れ
た
方

-m歳
(傘古川
)

大
正
4
年

9
刀
げ
H
1
5年
9
刀
時
円
の

問
に
生
ま
れ
た
方

-m成
(
米
H
M)

明
治
幼
年

9
M
U
口
1
4年
9
月
日
円
の

問
に
生
ま
れ
た
方

・
卯
歳
(
卒
寿
)

明
治
犯
年

9
月
口
日

1
ぬ
年
9
月
時
日
の

聞
に
生
ま
れ
た
方

・
的
歳
(
白
寿
)
明
治
却
年

9
月
口
日

1
初
年
9
月
日
日
の

子
供
の
交
通
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
平
成
六

年
ト
二
月
か
ら

一
年
ヒ
か
月
に

わ
た
っ
て
チ
供
の
交
通
死
亡
事

欣
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

七
月
三
U
の
午
後
、
下
校
途
中

の
小
学
生
が
大
型
貨
物
自
動
車

に
ひ
か
れ
死
亡
し
ま
し
た
。

こ
の
小
学
生
は
、
き
ち
ん
と

交
通
ル
1
ル
を
守
り
、
手
を
あ

げ
て
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
型
貨
物
自
動
車
の

述
転
手
の
不
注
窓
に
よ
り
被
害

に
巡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
、
い
つ
わ
が
身

に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
被
害
者
に
な
っ
て

も
加

Z
者
に
な
っ
て
も
、

一
瞬

の
う
ち
に
幸
せ
な
家
庭
を
破
壊

し
て
し
ま
う
交
通
事
故
。

問
に
生
ま
れ
た
方

・
育
成
以
上
明
治
却
年
9
月

日
円
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※
県
の
悦
い
金
対
象
者
は
、
作

成
、
羽
成
、
的
成
、
行
止
械
の
万

の
み
で
す

マ
判
山
T1

日
齢
制
祉
課

(内
線

2
1
9
)
 

市
で
は
、
市
営

住
宅
の
空
き
家
に

入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
を
六
月
、
九

月
、
十
二
月
の
年

三
回
非
集
し
て
い

ま
す
。

九
月
の
申
し
込

み
は
、
九
月
九
日

(刀
)
、
十
円
(火
)、

十

一
口
(水
)
の
一一一

日
間
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま

で、

市
役
所
B
会

議
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、

申
し
込
み
は

一
世
帯

に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

市営住宅の入居者募集「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

交
通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
か
、
交
通
市
Y

故
の
恐
ろ
し
き

ゃ
交
通
ル
l
ル
の
大
切
さ
を
中

心
に
、
家
腕
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
子
供
に
対
し
て

嘱託看護婦の募集
。 対象 ・人数 昭和21年4月2口

-41年4刀1nの問に生まれた

正Zrd護婦免許の取得8 ・1人

。 業 務内容訪問;(1"灘、検診・

予防筏磁など世J!:/，肘来の ~Æ労

a-
a
-
a-
a
-
a-
a

・a--

マ
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り
引
き
続
き
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る

②
夫
婦

(婚
約
身
を
含
む
)
ま

た
は
親
子
を
主
体
と
し
た
家
族

で
あ
る

③
現
に
住
宅
に
闘
っ
て
い
る

@
収
入
が
基
準
内
で
あ
る

金

良
懇
話
滞
納
が
な
い

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

一
附

受
付
窓
口
・
四
階
建
築
課
、
駅

前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

(M
N

ピ
ル
十
階
)
、
お
よ
び
各
公
民

館
で
お
配
り
し
て
い
る
「
募
集

の
し
お
り
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

を
し
て
い
な
い
か

・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

・
点
に
乗
る
と
き
は
シ
l
ト
ベ

ル
ト
、
バ
イ
ク
に
来
る
と
き
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る

カ・
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を

守
っ
て
い
る
か

琴震
諸矢の

み交
ん 通
な霊
で、室

話扇
r ~、

~ι一台う
L、
を

-
左
布
を
確
認
し
な
い
で
道
路

へ
飛
び
出
し
て
い
な
い
か

・
止
ま
っ
て
い
る
阜
の
前
や
後

ろ
で
遊
ん
で
い
な
い
か

・
迫
路
で
ふ
ざ
け
た
り
遊
ん
だ

り
し
て
い
な
い
か

-
一一
人
来
り
や
手
放
し
運
転
な

ど
、
危
険
な
白
転
車
の
乗
り
万

-
無
理
な
進
路
変
更
や
追
い
越

し
を
し
て
い
な
い
か

・
歩
行
右
や
自
転
ぃ
阜
、
ほ
か
の

単
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
運
転

し
て
い
る
か

・
一
時
停
止
や
徐
行
を
縦
突
に

行
っ
て
い
る
か

・
路
上
駐
車
な
ど
で
地
域
の
住

。勤務日時 月一命日制円の迎5

n問・午前911在~午後511寺

165.500Pl 

。 応 募 方 法 市販の履歴.i l ~に必

安司可iを記入して、看護財免

許証の写しと 一 緒 に 職 只 課

(市役所311皆 ・内線322)へ8月

28 [J (水)までに提出する。

。 賃金月 額
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課

住
宅
係

(内
線
4
6
4
)
へ

0

.
九
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

(凶
団
地
幻
戸
)

。
万
由
民
塚
住
宅

2
穐
(
単

身
者
枠
)
1
一戸

。
附
附
住
宅

1
純
(一

般
枠
)

2
戸
、
-
脆
(単
身
将
枠
)
1
μ

O
出
城
ケ
丘
住
宅

1
粧
4
戸

。
米
中
以
住
宅

1
極
4
戸
、

2
租
2
戸

。
中
原
上
宿
住
宅

2
極
1
戸

。
万
四
小
向
住
宅

2
種
1
戸

会
呂
の
前
住
宅

1
種
1
戸

。
虹
ケ
浜
住
宅

1
種
2
戸

。
虹
ケ
浜
東
住
宅

1
種
1
戸

。
虹
ケ
浜
西
住
宅

2
極
1
戸

民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か

交
通
安
全
教
室
を

市
で
は
交
通
安
令
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
教
室
は
、
道

路
の
歩
き
方
や
横
断
の
仕
万
、

車
へ
の
花
怒
の
仕
方
な
ど
危
険

を
避
け
る
方
法
を
実
験
や
ゲ
ー

ム
を
交
え
て
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

少
人
数
で
も
集
ま
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
教
室
は
原
則
と
し
て

水
附
日
以
外
の
平
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
水
・
上
・
日
陥
日

や
祝

nを
ご
希
唱
の
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

マ
巾
し
込
み
先

(
内
線
6
4
0)

交
通
安
全
課

駅西口に臨時駐車場・駐輪場を開設
NA
斗
ー

rliでは平塚駅間 口北似11の「ライナーホーム地設予定地J(紅谷町地内)に臨時の駐車場

とl駐車翁泌を開放します。 いずれも利用できるのは9月5Uからで、ライナーホーム建設が始

まるまでの仮設施設です。

.自動車駐車場

・営業H制問 24時 r:日 (元旦を除く)

・収容台数 60h 

-駐.tlI料金最初の1時間350円、以後30分

ごとに200円加算。

※月決め定期券はありません。

O問い合わせ先

(財)予塚市開発公社821-5781

ま と い

.自転車駐輪場

・利斤jできる時間 24時間

・収 容 台 数 約650台

-駐輪料金無料

※ 続けて7円以ヒ放位した場合は、

自転iJI保管場へ移動します。

。問い合 わせ先

交通安全課 (内線640)

23 -1 1 1 1 . 35 -1 1 1 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
干254平塚市浅間町9番1号 (担当課名のご記入を)

半
崎
〉
〈

能
川

臨
同
市町

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所へ



イベシト情報

労
働
支
援
講
座
を
聞
く

み
ん
な
で
考
え
よ
う
|
暮
ら
し
と
仕
事

第581号

市
で
は
、
幻
世
紀
職
業
財
問

と
共
催
で
、
労
働
支
援
講
賂
を

開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
育
児
や
介
護
と
仕

事
の
両
立
、
パ
ー
ト
労
働
の
問

題
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
ヒ
ン

ト
と
な
る
も
の
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
名
同
と
も
募
集
人
数
は

広報ひらつか図

先
肝
心
服
に
三
ト
人

(④
の
み
百

五
十
人
)
で
、
参
加
貨
は
無
料
。

会
場
は
M
Nピ
ル
ト

一
附
ひ
ら

つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
で
、
時
間

は
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
四
時

一一
下
分

(
@の
み
三
時
三
卜
分
)

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

ニ
成
以
上
の
未
就
乍

「
畑一分

綴
統

合

{一
川悦
vu
d
v
L
U

合

m-h4瓦司、

合
一l
h
h
d日
刊
グ

紙
、
弘
之
市

明

日

〉

e
b仏
領

伊
会
内
側徐べ

ω
…紘一一戦純一
品

却
分
3
9時
(
雨
天
中
止
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
合
公
園

管
理
事
務
所
宮
(お
)
2
2
3
3

イ
ベ
ン
ト
周
回
目
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
地
峨
で
行
わ
れ
る

ふ
れ
あ
い
行
事
な
ど
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
嫌
々
な
イ
ベ
ン
ト

用
品
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
)

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ト
バ
か
ら
米
年
三
月

ま
で
の
先
行
予
約
の
巾
し
込
み

を
八
月
二
十
七
日
(火
)ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

希
望
日
が
ほ
か
の
団
体
と
重
な

っ
た
場
合
は
抽
選
(
抽
選
日
以

少
あ年
かの
る主
い張
家作
庭文
事と
言葺

を

あ
い
や
家
挺
の
持
つ
温
か
さ
な

ど
を
表
現
し
た
空
ハ
(も
募
集
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の

本
人
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

マ
対
象

・
作
文
市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
す
る
小
学
5
年
生
1
中
学

セ・
写
兵
市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
す
る
小
学
生

マ
応
募
先
通
学
す
る
小
中
学

校
(
市
外
通
学
者
は
青
少
年
課
)

マ
締
め
切
り

9
月
刊
日

(火
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
刊
少
年
会

館
宮

(詑
)
7
0
2
9

こ
ど
も
音
楽
教
室

九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
毎

週
土
唱
日

(全
十
三
回
)
、
午

後
四
時
か
ら
五
時
ま
で
、
行
少

年
会
館
を
会
場
に

「こ
ど
も
音

楽
教
室」

が
聞
か
れ
ま
す
。

内
容
は
簡
単
な
体
操
か
ら
発

声
・
歌
唱
ま
で
を
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
巾
し
込
み
先
庁
少
年
会
館

宮

(
泣

)
7
0
2
9

降
は
先
打
順
)
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
貸
し
出
す
備
品
綿
菓
チ
機
、

ポ
ッ
プ
コ
1
ン
機
、
か
き
氷
機
、

お
で
ん
鍋
、
焼
き
そ
ば
ム
円
、
焼

き
も
の
保
、
発
川
機
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
、
テ
ン

ト
、
紅
白
蒜

マ
対
象
自
治
会
、
子
供
会
な

ど
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体

(用
品
の
運
搬
は
利
用
同
体

に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

マ
貸
し
出
す
期
間
五
日
以
内

マ
使
用
料
無
料

マ
抽
選
会
日
時

8
月
初
日

(金
)
午
後
1
時
初
分
i

マ
申
し
込
み
先
地
域
づ
く
り

課

(内
線
2
6
3)

平
塚
市
は
、
昭

和
六
卜
年
に

「私

兵
時
廃
絶
平
和
都

市
」
を
立
百
し
、

以
来
平
和
を
願
、
つ

様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
平
和

挑
進
事
業
の

一
環

と
し
て
、

一平
和
灯

ろ
う
流
し
を
行
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
当
時
を
し
の
ぶ

「
す
い
と
ん
」
の
試
食
会
や
平

和
映
画
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
円
時

8
月
凶
日
(金
)午
後

3byず
O

、J1}
、shザ

，、nH円

O
Lノ
4
g
a
U什

マ
会
場
金
目
川
観
音
橋
下
の

河
原

マ
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
7
8
3
)

市
営
駐
車
場
の

料
金
を
改
定

平和灯ろう流し

市
営
紅
谷
町

・
錦
町
駐
車
場

の
科
金
が
、
九
月

一
日
か
ら
改

定
さ
れ
ま
す
。

マ
新
料
金

・
最
初
の

1
時
間

.
以
後
初
分
ご
と

マ
問
い
合
わ
せ
先

宮
(幻
)
5
7
8
1

三
斤
円

行
五
十
円

開
発
公
社

互
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て、

す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ
て

い
る

「湘
南
ひ
ら
つ
か
大
蛇
お

ど
り
」
が
、
今
年
も
総
合
公
開

予
塚
の
は
ら
っ
ぱ
特
設
会
場
で

行
わ
れ
ま
す
。

ら

aう
ら
ん

大
き
な
や
ぐ
ら
や
提
灯
で
ム

ー
ド

一
杯
の
会
場
で
は
、
生
の

お
は
や
し
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
の

民
詩
歌
手
の
歌
で
、
互
の
夜
の
市
で
は
、
背
少
年
の
み
な
さ

ひ
と
と
き
を
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
が
日
ご
ろ
々
え
て
い
る
こ
と

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

や
み
ん
な
に
附
い
て
も
ら
い
た

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
い
こ
と
、
自
分
の
少
や
社
会
と

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の

マ
日
時

8
月
お
日
(
金
)1
お
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

口
(
日
)
の
3
H問
、
午
後
6
時
ま
た
同
時
に
、
家
族
の
ふ
れ

•.• 

‘、.，，
•.••... 

‘、.，
・1
・J
・‘、a
，，...••.• 

‘、.，，...•••. 
‘、，
，，
....•
.• 

‘、，
，e・・.•••• 
‘、a
，，・・・
・J
・‘、，，，...••.• 

‘、a
，...•

••• 
‘、.，，•...• 

の
お
子
さ
ん
に
は
保
行
を
用
意

し
ま
す
。

-
日
程

・
内
容
・

講
師

①
9
月
お
日
(土
)
「働
き
な
が

ら
の
育
児
を
考
え
る
」
成
城
大

学
教
授
奥
山
明
良
さ
ん
ほ
か

②
叩
刀
5
U
(士
)「
知
っ
て
お

き
た
い
パ

1
ト
労
働
法
と
税
・

社
会
保
険
制
度
」
幻
世
紀
職
業

財
団
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ほ
か

③
叩
月
ロ
日
(
土
)「
働
き
な
が

ら
の
介
護
を
考
え
る
」
元
県
立

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長

金
森
ト
シ
エ
さ
ん
ほ
か

④
凶
月
四
日
(土
)「
私
た
ち
と

仕
耶
と
法
律
」
弁
波
土
中
野

麻
美
さ
ん

マ
応
募
方
法
は
が
き
に
受
講

希
望
日
、
保
育
希
望
の
有
無
を

記
入
し
て
友
性
行
政
推
進
室

(〒
制
宝
町
3
1
1
M
Nピ
ル

叩
階
・

2
幻
|
7
5
0
0)

へ

平
塚
市
展
の

入
賞
者
決
ま
る

ケ王曜日請に tiiマ閃物マ
γ Jjz の番 I~艮J*= q，係、販

さ ト術交号る .lt"J~しな生光
る 係生迎、) 可い きで
2(米:手販にグ年品物き

市では、湘南下峨場隣接地に整備が進 3製薬苦手第十立吻，j三
められている束~IJI工業同地 (仮称)の <! 2 フ羽る 、プ山-mサも

2 33J7k品 氏 と 試イの
一般分譲申し込みを受け付けています。 令 9 1 i 物名もは製ク
。 対象業種工場、物流施設等 2)マ午 、、 ー が品ル飲

1 '¥当 電枚き に食
。分譲面和約lL4ha (中小企業高度 ミ

化事業組合に優先分秘されるため、 険 . 
よ 1'1・ iミ ・4砂長長 ・4砂 抗 日 ・ 4惨 長 良 ・ 。 入作

0222:認おおiす) し 河童公立躍し11df首長喜 善票字
。分議 価格約1倒 00円/ ぱ 3案 提 姿 山自宗査忌布製査出起訴査出 袋宮古

工業事正;??245聞い 特比普脅空ぷIJ哲夫土普誤算大先 22芸
~ !rr留 八 、本日1 市 橋 十 、内点 おし市

あり ) 令 議川 十 市洋品 議恵 一 市五 おりた展
. お問い合わせ、おrfJし込みは8月30日 2 会的九 議チ 96 会、点 準洲 主主で 。の

ya J議、点会、~:議市 会、付、す主人
(金)までに工業労政課(内恥573)へ。 長市 議市 長長 議 l行 喧 。な11:

総
務
課

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

由
肩
書
を
募
集

市
で
は
、
十
月
十
円
(祝
)
に

総
合
公
凶
で
附
備
す
る
第
卜
四

阿
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
居
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

応
非
多
数
の
場
合
は
公
開
抽

選

(教
育
会
館
で
八
月
二
十
八

日
午
前
ト
時
か
ら
)
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
抽
選
結
果
は
巾
し

込
み
者
全
以
に
通
知
し
ま
す
。

マ
区
画
数

二
百
二
ト
区
画

(世
帯

・
グ
ル
ー
プ
と
も

一
区

画
の
み
)

マ
出
府
者
協
賛
金
五
百
円

(み
ど
り
必
金
へ
得
付
)

東豊田工業団地を分譲

。用途地域

市議会を傍聴してみませんかあなたの声を広聴パトロール
If， ~議会9月定例会は9刀 211 から25 日

まで開会される予定です。

"ï~段会の会議は、 JJ~(日IJ としてどなた

でも1'1山に傍聴できますので、お気軽

にお出かけくださし、。

傍聴席の入り口は、議唄主主北側の2階

にあります。議場へは、入り円に用意

しである傍聴者名簿に住所、氏名を記

入していただくだけで入場できます。

ただし、傍聴席は76m:ですので、団

体のI必合は司1- 1狗に議会:rJi.~先日に述絡し

てください。

。 担、'li 議会事務局

市民のみなさんのご意見やご要望

などを個別にお聴きし、まちづくり

に辰映させます。お気軽にご利用を。

08月21日(水 )

-午後 7時一 911#

08月27日(火)

-午 後 7時一 9時

08月28日(水)

-午後 7時 - 911，y 

09月3日(火)

-午後 7時- 911、子

神田公民館

1:'0' 1::見公民館

城山公民館

岡崎公民館

( 1人jお員369)
(内車1i!355)広報広聴諜広聴担当。 問い合わせ 先

市税なと、の納付は安心-確実 ・便利な口座振替を

ご利用ください。申し込み手続きは市内にj苫舗のあ

る金融機関(郵便局は除く)の本・支屈の窓口で簡単

にできます。お問い合わせは収納課(内線280)へ。

(第2期)

(第3期)
(第5期)
(第5期)

。市県民税

。 国民健康保険税

。 国民年金保験料

。清掃し原従量手 数 料

今月納期の市税・手数料
9月2日(月)納期最終日
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地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
{
家
具
な
ど
の
転
倒

防
止
対
策
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。
非
常
持
ち
出
し
昂
の
準
備
は
万
全
で
す
か
。
家
族
が
ば
ら
ば

ら
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
は
決
め
て
あ
り
ま
す
か
。
避
難
施
設
は
ど
こ
に
あ

る
か
ご
在
じ
で
す
か
。
自
主
防
災
会
な
ど
が
行
う
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。
大
地
震

が
発
生
し
た
と
き
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
備
え
と
冷
静
な
行
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
、
今
す
ぐ
総
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を

①
避
難
す
る
と
き
だ
れ
が
何
を

持
ち
出
す
か

@
避
難
場
所
、
避
難
経
路
は
ど

こ
か

⑤
家
族
問
の
辿
絡
方
法
と
最
終

的
に
落
ち
合
う
場
所
は
ど
こ
か

大
地
誌
が
起
こ
っ
た
と
き
に

備
え
、
ふ
だ
ん
か
ら
家
族
で
次

の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

av話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

m富
永
の
中
で
ど
こ
が

一
番
安
全

A
M
 

③
チ
侠
や
お
年
寄
り
の
避
難
は

だ
れ
が
責
任
を
持
っ
か

家
の
内
外
の
安
全
対
策
を

-
家
具
の
転
倒
防
止
を

火
災
や
津
波
と
い

っ
た
二
次

災
害
を
除
け
ば
、
地
震
で
亡
く

な
る
人
は
建
物
や
家
財
道
具
の

下
敷
き
に
な
る
ケ
1
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
阪
神

・
淡
路
大
震

災
で
は
「
テ
レ
ピ
や
タ
ン
ス
が

飛
ん
で
き
た
」
「
ピ
ア
ノ
や
冷
蔵

庫
が
壁
を
破
っ
て
隣
の
部
屋
に

飛
び
込
ん
で
き
た
」
な
ど
の
例

圏分@翁は自分で守る
く

家が懐れ主主くても、

家具が倒れた りものが

落 ち た りすれば「命 j

は危ない。--;)ー
今すぐ身の回りの安

全確認を。

寝ているぶ 日

備です。寝室の安全対

策 も忘れすに。

延
焼
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
初

期
消
火
で
す
。
消
火
山
市
な
ど
の

消
火
用
共
は
使
い
や
す
い
と
こ

ろ
に
位
く
と
と
も
に
、
消
火
用

水
と
し
て
浴
槽
に
は
常
に
水
を

マ
避
難
コ

1
ス
は
ガ
ラ
ス
の
破

片
や
が
れ
き
な
ど
で
危
険
が

一

杯
。
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
や
靴
も

忘
れ
ず
に

マ
そ
の
他
:
・
ガ
ム
テ
l
プ
、
ロ

ー
プ
、
マ
ス
ク
、
さ
ら
し
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
具
に
は
転
倒
防
止
対
策
を

施
す
と
と
も
に
、
中
の
も
の
が

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
寝
室
や

子
供
部
屋
、
お
年
寄
り
の
部
屋

に
は
、
な
る
べ
く
も
の
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
タ
ン
ス
や
棚
の
と
に
は
孟

い
も
の
や
人
形
ケ
l
ス
な
ど
の

ガ
ラ
ス
知
は
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
、
っ
。

A
V
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
と
照
明

器
具
の
固
定

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
は
凶

器
に
変
わ
り
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス

や
戸
棚
の
ガ
ラ
ス
に
は

「飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
」
を
は
り
、
照

明
器
H
パ
は
務
ち
て
こ
な
い
よ
う

同
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
加
れ
た
と
き
の
こ
と

を
考
え
て
、
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

.
象
の
周
り
の
安
全
対
策
も

附
和
五
十
-二
年
の
宮
城
県
沖

地
冊
目
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石

垣、

門
柱
な
ど
の
下
敷
き
に
な

り
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
点
検
す

る
と
と
も
に
、
補
強
な
ど
の
対

策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
用
具
は
す
ぐ

使
え
る
と
こ
ろ
に

非
常
持
ち
出
し
晶
は

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
点
検

は
家
族
全
日
で
行
っ
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

-

一
次
持
ち
出
し
品
:
・
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
つ
め
て

お
き
ま
し
ょ
う

マ
質
量
品
:
・
現
金
、
預
金
通
帳
、

保
険
証
、
免
許
証
な
ど

マ
ラ
ジ
オ
・・
・
電
池
式
で
F
M放

送
も
入
る
も
の

マ
懐
中
電
灯
:
・
で
き
れ
ば

一
人

に
一つ
、
予
備
の
電
池
も

マ
非
常
食
品
・:
缶
切
り
、

怜
抜

き
も
忘
れ
ず
に

マ
応
急
医
薬
品

マ
そ
の
他
・
・
・
下
活
や
上
活
な
ど

の
衣
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
雨
具
、
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ツ

ト
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、
洗

面
用
具
、

生
理
用
品
な
ど

.
二
次
持
ち
出
し
品
:
・
組
織
的

な
救
援
・
救
議
活
動
が
軌
道
に

来
る
ま
で
、
段
低
一で
日
間
は
問

活
で
き
る
よ
う
に
増
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

マ
食
料
・・
・
米
や
簡
単
な
調
理
で

食
べ
ら
れ
る
食
品

マ
飲
料
水
・・・1
人
1
日
3
4
が

目
安
。
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
で
保

存
を

マ
燃
料
・
:
卓
上
コ
ン
ロ
や
固
形

h
r

、、，E
V
E

品市米
A
V
こ
ん
な
も
の
も
必
要
で
す

マ
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
場
合・
:ほ

乳
瓶
や
粉
ミ
ル
ク
、
雌
乳
食
、

紙
お
む
つ
な
ど

マ
お
年
寄
り
が
い
る
場
合
:
・予

備
の
眼
鏡
、
入
れ
柄
、
補
聴
器

な
ど

は
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
車
内
に
は
約
六
千
本

の
街
頭
消
火
山
併
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
近
く
の
街
頭
消
火

砕
の
位
世
を
雌
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

情
報
は
ナ
パ
サ
で

市
で
は
、

F
M湘
南
ナ
パ
サ

(河
・
3
J
ワ
)
と
協
定
を
結

び
、
災
害
時
に
緊
急
割
り
込
み

放
送
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
設

け
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

市
か
ら
直
接
こ
の
F
M湘
南
ナ

パ
サ
を
通
じ
て
、
避
難
や
安
否

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝

え
し
ま
す
。

災
中
山
時
に
は
、
綿
々
な
デ
マ

に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
正
し

い
附
械
を
得
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
屯
し
て
も
使
え
る
屯
池

式
の
ラ
ジ
オ
は
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
大
変
有
効
で
す
。
非
常

持
ち
出
し
品
の

一つ
と
し
て
尉

立
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練

に

参
加
し
よ
う

阪
神
・
淡
路
大
浜
災
で
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
が
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
の
に
大
き
く

役
立
ち
ま
し
た
。

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

家
族
や
隣
近
所
に
住
む
人
々
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

防

災
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
円
セ

防
災
組
織
の
活
動
に
脱
艦
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

※
担
当
防
災
課
宮
(
お
)
1
1

1
1
(内
線
3
5
7
)

日8時30分-17時

。結婚相談毎週日曜日 10時-15l侍

(第 3日曜日は除く)

。母子相談毎週月~金曜日 9時~

16時

。家庭児童相談

時-16時

。婦人相談 9月12日(木)1011寺-15時

。高齢者職業相談毎週)J-金曜日

9時30分-16時

毎週月~金昭U9 

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

fi36-6013 

-毎週月~金曜I:::J9時-17時

。電話相談 毎週月~土曜日 9時~

17時(第 2.第 4t昭nを除く)

-毎週月~木l雌n9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

もしもし健康相談
(保健センター)

fi34-1221 

-毎週月 ・木i蝿n101時-16時

福祉会館

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

fi21-7639 

毎週金曜日 9時~

毎週金眼目 9時~

毎週月~金曜日 9

青少年相談室
(市民センター2階)

fi34-7311 fi33-2333 

。専門(法律、金融、住宅、保健医

療)相談 9月12日(木)13時30分

-15時30分(予約制)

。生活支援相談毎週月~金曜日 8

時30分-17時

。ボランティ 7相談

。消費生活相談

16時

。手話案内相談

121時30分

。一般市民相談

時-16時

毎週月~金曜日 9時。青少年相談

-16時

。悩みごとは「ヤングテレホンj

宮 33-7830

毎週}-j-金昭日9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

。人権法律相談・行政相談 8月20

日(火)、 9月3日(火)13時-16時

。一般法律相談 9月4日(水)、 9

刈11n (水)13時-16時 (予約制)

0登記 ・供託 ・測量相談 9月l3日

(金)、10月11日(金)13時-16時

。住宅(新・改築)相談 8月20R

(火)、 9月17日(火)13時-16時

。発明・考案・特許相談 9月9EI 

(月)、 10月7日(月)10時-15時

。労働相談 9月12日(木)、 10月3

日(木)131侍-16時

。下請け取り引き巡回あ っ旋相談

8月15日(木)、 9月19日(木)l3時

30分-16時

。年金・社会保険 ・労災相談 9月

10日(火)、10月8日(火)10時-15

時

。健康相談 8月19円(月)9時30分

-11時30分 (予約制)

市民相談室
(市役所 1階)

fi23-1111内線293

毎週月~金!曜
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0-157は、ほかの食中毒菌と同様熱に弱く、加熱により死滅します。また、消毒剤

で容易に死滅します。

いたずらに0-157を恐れないで、次のような予防をしましょう。

病原性大腸菌0-157による食中毒が、全国各地に広がっています。

0-157についてよく理解し、一人一人が注意して予防を確実に行って感染を

防ぎましょう。

lま法方防予

包丁、食器等

手も十分洗い

1.帰宅時、 トイレの後、食事の前など

は、手洗いを十分にしましょう。また、

食品の調理にあたっても、手や調理器

具は十分に洗いましょう。

r-ーーーーーー寸

『

。
' 
' o 
e 

' 1 

l 

' o 

' ' ' 1 
2 

1 

-ー ーー___.J

耐
震
診
断
の
補
聞
を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
た
木
造
住
宅

4.生肉が触れたまな板、

は熱湯等で十分消毒し、

ましょう。

2. 0・157は75
0

C1分以上の加熱で死滅

します。食品(特に肉類)を調理する

ときは、中心まで十分に加熱しましょ

っ。

3. レバー等の食肉を生のまま食べるこ

とは、当面控えましょう。
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ぇ
、
個
人
住
宅

の
耐
提
診
断
費
用
を
補
助
し
て

い
る
市
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
平
塚
市
で
も
補
助
を
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
阿
八
幡
秋
田
一一一
郎
さ
ん
)

は
居
住
用
木
造
建
築
物
の
耐
震

診
断
費
用
の
補
助
制
度
を
、
八

月
十
五
円
か
ら
始
め
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、

金

員
の
方
が
所
有
し
て
い
る

も
の
、

②
昭
和
五
十
六
年
五
月

三
十

一
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

地
震
災
害
に
備
え
耐
震
診
断

補

助

制

度

を

ス

タ

ー
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淡
路
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大
震
災
で
は
、

古
い
木
造
住
宅
の
倒
壊
に
よ
り

多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
平
塚
市
で
も
、
神
奈
川

県
西
部
地
提
や
東
海
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
被
告
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で

も
の
、

①
木
造

二
戸
建
て
住

宅

・
府
舗
兼
用
住
宅
・

一.
世
俗

住
宅
な
ど
で
、

二
階
辿
て
ま
で

の
建
築
物
で
す
。
た
だ
し
、
枠

組
み
壁
工
法

(ツ
1
パ
イ
フ
オ

ー
な
ど
)
や
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の

辿
築
物
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
額
は
耐
震
診
断
費
用

5.調理した食品は速やかに食べましょ

う。すぐに食べられない場合は、冷蔵

庫に入れ低温で保存しましょう。

6.井戸水や受水槽(特に地下式)を使

用している場合は、水質検査や塩素消

毒等を行い、衛生管理を確実に行いま

しょう。

三
万
円
の
う
ち
の
二
万
円
で
、

補
助
対
象
練
数
は
百
棟
で
す
。

な
お
、
診
断
は
市
に
な
録
さ
れ

た
診
断
技
師
に
よ
り
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
建
築
指
導
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
必
要
な
件
知
な
ど

枠
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
際
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
震
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
あ
な

た
の
住
宅
の
耐
誕
診
断
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

マ
担
当

建
築
指
導
課
宮
(お
)
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1
1
1
(内
線
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・
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
は

お
気
峰
に
広
報
広
聴
諜
広
聴
担

当
官
(お
)
1
1
1
1
(内
線

3
5
5)
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

冷蔵庫を過信しない

忠者、保菌者がいる家庭では、

しましょう。

1.忠者の便を処理するときはゴム手袋を使いましょう。

2.使に触れたら流水でよく洗い、逆性石けんや消毒用アルコールで消毒し

ましょう。

3.患者の便が付荒した被服等は消毒(薬剤、煮沸)

とは別に洗濯しましょう。

4.忠、者がお風呂を使う場合は混浴を避け、使用後に乳幼児を入浴させない

ように しましょう。

.下痢などの症状がある場合は医療機関にご相談ください。

.症状がなくても心配な方や、検使などを希望される方は、保健所にご相談

ください。

相談窓口は

出血を伴う下痢になったら
ただちに医師の診察を受け、その指示に従ってください。

二次感染の防止のため、次の事項に留意

してから、家族のもの

心配な場合は相談を

fi32-0130 
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一次感染を予防するためIt:

.平塚保健所

.平塚市役所健康課

.保健センター
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友
達
作
り
は
自
然
体
で

不
用
品
校
の
こ
と
で
相
談
に
来
所
す
る
中
学
生

た
ち
と
話
を
し
て
い
く
中
で
、

「信
頼
で
き
る

友
達
が
出
来
な
い
、
白
分
に
は
親
友
が
い
な
い
」

と
い
う
悩
み
を
今
ま
で
に
多
く
聞
き
ま
し
た
。

新
し
い
集
問
に
入
り
、
「
今
年
こ
そ
は
友
達

を
作
る
ぞ
」
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

み
ん
な
の
仲
間
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
が
こ
わ

く
な
っ
て
し
ま
い
、
次
第
に

「
n分
は
み
ん
な

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
な
い
」
「
向
分
と
は
だ
れ

も
遊
び
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
の
で
す
。

そ
の
う
ち
に
、
自
分
の
気
持
ち
と
は
哀
腹
に

仲
間
や
仲
間
と
の
遊
び
に
凶
心
が
な
い
よ
う
な

態
度
を
と
っ
て
し
ま
う
。
本
吋
は
も
っ
と
仲
良

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
出
来
な
い
。

こ
ん
な
ふ
う
に
友
達
づ
き
あ
い
で
つ
ま
ず
く

子
供
た
ち
は
案
外
多
い
も
の
で
す
。

友
達
が
出
来
な
い
と
い
う
悩
み
は
、
本
人
に

と
っ
て
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
子
供
た
ち
に
は
、
「
そ
ん
な
に
心
配
す

る
こ
と
な
い
よ
、
君
に
与
え
ら
れ
た
様
々
な
条

件
の
中
で
、
無
理
な
く
白
然
体
で
や
っ
て
ご
ら

ん
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
友
達
づ

き
あ
い
の
不
器
用
な
子
供
に
、
無
理
や
り
友

達
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。本

当
に
必
要
な
こ
と
は
、
生
き
が
い
を
見
つ

け
る
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
友
述
を
作
ろ
う
と
あ

せ
る
よ
り
は
、
心
と
心
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

人
を
信
じ
る
と
い
う
心
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

そ
の
予
ら
し
い
生
き
る
場
所
を
見
つ
け
さ
え
し

た
ら
、
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
た
人
が
白

山
知
と
集
ま
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
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3

みなさんの家庭かう出されている「燃せるごみ」を調べてみると、中身の約半
分は水分となっています。水分の多いごみの処理には、運搬や焼却に余計芯経費
がかかります。特に毎年7月、 8月は、水分を含んだ生ごみが多く出されます。
ごみを出す前に「もうひとしぼり」水分を切り、ごみ減量にご協力ください。

生ごみの水切りを~ごみの半分は水分です~
環境衛生業務課(内線239)担当
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